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研究成果の概要（和文）：本研究では、イスラーム帝国アッバース朝、ムガル帝国、サファヴィー帝国、大清帝国とい
うユーラシア諸帝国における軍事集団の「越境」の実態に注目することで（１）「武の人」の君主との絆および軍事集
団内部の相互の紐を支えた理念的および現実的背景（２）統治機構・支配イデオロギーとの関係の主要2点を、（１）
武人の主人に対する隷属性、（２）越境する人々の「他者性」、そして（３）これらの集団のキャリア形成と国家体制
の関連性、の面から具体的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In our program, we attempted to carry out a comparative historical study on the 
relationship between monarchs and their military subordinates who were from different ethnic groups and 
had different cultural backgrounds. The fields of our studies were on four Eurasian empires including: 
Islamic Empire of `Abbasid dynasty, Mughal Empire, Safavid Empire, and Manchu-Chinese Empire of Qing 
dynasty. We cleary showed the historical importance of (1) servility of military subordinates towards 
their masters, which represented itself as loyalty, and (2) the meanings or effects of "otherness" of 
these military subordinates who came across the border on their functions as military elites.

研究分野： 西アジア史

キーワード： ユーラシア史　比較史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は越境と社会的紐帯の視点からユ

ーラシア諸帝国の軍事集団の特徴を究明す
るものである。着想の主な背景として、ユー
ラシア帝国史における武人研究の絶対的な
不足があげられる。これは①刊行史料の多く
が文人によって記されたことによる史料状
況の偏り、②国家史ついで国家から離れた構
造論に傾斜してきた歴史研究の状況による。
研究者の関心は支配者と軍隊の政軍関係と
個別史記述に力点が置かれ、武人集団の内実
については細かい検討がなされてこなかっ
た。一方、近年は「下層」「周縁」民への関
心を深めた社会史や構造分析が注目を集め
てきたが、「生死」に深く関わる軍事集団と
の関連も想定されるにも関わらず、国家体制
を武でもって支えた軍事集団について関連
づけた研究は少ない。つまり、統治エリート
としては君主・王権の陰に隠れ、社会の構成
員としては「上部階層」として無視されてき
たのである。しかし、ユーラシアの広域支配
を実現した四帝国の軍事集団を観察すると、
しばしば自立した組織や内部規律を持って
おり、君主のみに忠誠を誓う集団では必ずし
もない。また、支配を実現した中核地域の外
部にルーツを持ち、いわば社会的他者の側面
を有していた。そこで、本研究では特に①軍
事集団の内部紐帯と君主との関係および②
支配組織の型との関係に注目し、これが境界
移動（越境）と帝国化の中でいかなる変容を
遂げたのか、具体的に検討を行うこととした。 
 
 
２．研究の目的 
上述の通り、本研究は越境と社会的紐帯の

視点からユーラシア諸帝国の軍事集団の特
徴を究明することを目的とした。具体的には
アッバース帝国、サファヴィー帝国、ムガル
帝国、大清帝国の四帝国の武力を担った人々
とその組織を対象に、文明圏の越境と帝国化
によって生じた変容に注目して、支配者に対
する忠誠概念や武人集団内部の紐帯の実態、
集合意識を規定するイデオロギーや倫理観、
並びにこれらを支えた言説空間・価値観の獲
得について明らかにし、ユーラシア諸帝国に
おいて政治・軍事の担い手となった「武の人」
の実像を明らかにすることで、イスラーム史
や内陸アジア史、中国史といった研究の分断
状況を克服し、ユーラシア史における新たな
帝国論と軍人史研究を構築することを意図
した。 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究では、四帝国における軍事集団
の「越境」の実態に注目することで①「武の
人」の君主との絆および軍事集団内部の相互
の紐を支えた理念的および現実的背景、②統
治機構・支配イデオロギーとの関係の主要 2
点を具体的に明らかにすることとした。 

（２）このために３年間にわたって、各年度
に集中課題を設定した。1 年目は軍事集団
の「越境」現象について具体的な事例を集
め、「境界」のあり方も含めて討議し。2 年
目は軍事集団の君主との結びつきおよび内
部紐帯について明らかにする。3 年目は軍
事集団の越境と帝国の支配制度の型の関係
について論じた。この課題に応えるために、
海外での史料の収集活動を行い、また２年
目には、研究交流の中心的な地域として設
定したコーカサス地方への訪問調査を行う
こととした。また、その成果を議論する場
として、各年度に複数の研究会と海外の研
究者を招いたワークショップを開催した。 
 
（３）具体的作業としては、初年度（平成２
４年度）においては、当初設定したアッバー
ス帝国、サファヴィー帝国、ムガル帝国、大
清帝国に研究の焦点を合わせた。そして上記
の４帝国における「帝国」の国家構造と軍事
集団の関係の差異、およびそれぞれの帝国が
支配する社会において忠誠心や集団の紐帯
の基本構造について、研究史を踏まえつつ問
題点の整理とすりあわせを行い、比較史を進
める上での基礎的な研究基盤を整えた。それ
とともに、各帝国における歴史的諸条件の違
いと制度的な共通性を明らかにし、それぞれ
の帝国における武人とその紐帯について、個
別に史料調査・分析を進め、インドなど海外
における写本調査などを行った。また、年度
末にグルジアおよびアルメニアより、グルジ
ア写本センター文書学部門長ゴチャ・サイテ
ィゼ氏、アルメニア国立イェレヴァン大学教
授ハイラペト・マルガリャン氏を招聘し、コ
ーカサスにおける軍事制度およびそれと関
連する写本資料に関する国際ワークショッ
プを、首都大学東京と大阪大学で開催した。 
 
（４）第２年度（平成２４年度）には、①分
担者の研究においては、特に「君主と武人の
紐帯と忠誠」をトピックとして取り組むこと、
②分担者の研究地域を超えたユーラシア諸
地域について、その事例を確認すること、を
目標とした。このため、年間に４回の研究会
を開催し、①については研究分担者各自が、
現時点での研究進展状況を報告し、特に「武
人の紐帯」の側面から、アッバース帝国にお
ける革命時の軍事集団形成のあり方、大清帝
国における八旗の忠誠構造とその政権にお
ける展開、ムガル帝国マンサブダール制にお
ける血縁的また擬制血縁的紐帯の意味など
を明らかにした。②については、鈴木宏節（大
阪大学）、阿部俊大（九州大学）、伊藤一馬（大
阪大学）、三田昌彦（名古屋大学）といった
研究者を招待して報告を受けた。さらに、秋
期の共同海外調査において、初年度国際ワー
クショップの成果を受けて、グルジア・アル
メニアの研究者とのネットワークを形成す
るとともに、文書・写本調査を行った。 
 



（５）最終年度（平成２６年度）には、帝国
論・国家論的な観点からこれまでの研究を総
括し、最終的な成果をもたらすことを目標と
した。特に集中的に設定したテーマとして、
それまでの 2年間を通じて検討を重ねた「越
境する軍事集団」と、イスラーム世界・イン
ド世界・中国世界の国家組織の関係について
検討を行った。このため早稲田大学の谷口眞
子氏を招いて、日本の佐賀藩における殉死の
あり方に関する報告を受け、日本武士の忠誠
心のあり方と藩の政治構造の関係に対する
分析を、ムガル帝国、サファヴィー朝、アッ
バース朝、大清帝国のそれぞれの国家構造と
比較検討した。また１２月１４日には、九州
史学会大会イスラム文明学部会において、シ
ンポジウム「ユーラシア諸帝国における君主
と軍事集団の展開」を開催し、研究代表者・
分担者各人が、本プロジェクトの研究成果を
発表した。会場で参加者を交えて活発な討論
が行われた。さらに１月末から２月にかけて、
グルジアより国立イリア大学准教授テモ・ジ
ョジュア氏、ウダブノ学術財団総裁ラド・ミ
リアナシュビリ氏を招聘し、東京大学、神戸
大学で国際ワークショップを開催した。 
 
 
４．研究成果 
（１）上記の方法によって得られた成果とし
て、全体的な枠組みに関わるものとしては以
下のことが明らかとなった。まず、主たる対
象としたユーラシアの諸帝国において 
①軍事集団のキャリア形成や集団形成の

原理のあり方が国家の基本構造と密接に関
わり、またときに官僚のキャリア形成とも関
わること、 
②君主－武人関係と主人－奴隷関係の重

層制と、家産国家的な支配集団のイエと社会
における家族原理の重層制に注目すること
の重要性、 
③越境する支配者、越境する武人といった

「他者性」が以上の２点にもたらす影響の範
囲に着目する必要性などが明らかとなった。 
 
（２）個別研究としては、まずイスラーム帝
国アッバース朝について、八－九世紀を中心
とした初期アッバース朝の成立および維持
に関わった軍事集団を、①社会的紐帯の面で
は、アッバース朝革命軍（ホラーサーン軍）
の内部構成、アブナーと呼ばれる初期王朝軍
の構成、アミーンとマームーンの内戦時にあ
らわれるマームーン軍の構成、そしてそれを
継承して新たに創設されたムウタスィム軍
のあり方について、軍隊組織と内的な構成論
理、および君主との契約的関係、半隷属的関
係、純然たる隷属関係に着目しつつその推移
を明らかにし、また②越境性の面では、特に
ホラーサーン、中央アジア、アフガニスタン
地域のもつ地域的性格とそこからイラクに
至る地理的移動性・越境性の歴史的意味、お
よび、アラブ帝国に存在した支配的アラブ上

層階層と被支配的非アラブ階層の間を移動
する社会的越境性の意味を明らかにした。 
 
（３）サファヴィー帝国に関しては、特にサ
ファヴィー朝に仕えたコーカサス出身者の
アイデンティティの問題について、武人とし
ての活動など武との関わりに特に配慮しな
がら分析を行い、新出史料である『歴史の精
華』第三巻から、罠と知りながら敵地に突撃
して戦死する「奴隷」軍人の姿や現地民の習
俗を真似るキジルバーシュなど、軍事的属性
の表出の模様を明らかにした。また、サファ
ヴィー朝支配領域各地に広がったグラー
ム・エリートの支配のあり方についても検討
した。加えて、近年のオスマン朝研究におけ
る、16・17 世紀における帝国の統治体制再編
と社会変革の連動の研究成果も取り込むこ
とで、オスマン帝国とサファヴィー帝国との
軍事制度の比較研究をも推進した。 
 
（４）ムガル帝国に関しては、その人士の大
半がマンサブダールとして、あくまで書類上
ではあるが、軍事的義務を負っていたため、
その点において彼らは「武人」であったこと、
ムガル帝国を「軍事国家」と性格づけること
さえ可能であることに着目をした。一方でマ
ンサブダールには、およそ軍事的な機能や履
歴を有さない官僚や文人が多数含まれてお
り、マンサブダールは、その生業や社会的機
能によってではなく、一種の身分として「武
人」であったにすぎない。こうした、さまざ
まな帰属、背景、生業、機能を有する人材を
「武人」として吸収することになったマンサ
ブ制度のあり方を明らかにし、「武人」とし
てのマンサブダールたちが取り結んだ人的
紐帯の諸相を検討することによって、マンサ
ブダールが備えていた多重的な人的関係が、
マンサブ制度のもとでいかなる再編成を遂
げたのかを明らかにした。 
 
（５）大清帝国については、その軍事組織に
して、国初の国制そのものであったのが八旗
制である。この八旗制の実態を解明すること
により、八旗が階層組織体系、分封と世襲、
各自の小宮廷と親衛隊・家政機構の保持、特
権の与奪による賞罰体系、といった、中央ユ
ーラシアに出自する諸国家と通有の体制を
有していたことを明らかにし、大清帝国と八
旗制は、中央ユーラシア国家とその軍制の系
譜上に、明確に位置づけることができること
を示した。また八旗型の主従ユニットとその
統属方式は、征服の拡大とともにモデルとし
て適用され、モンゴルをはじめとする中央ユ
ーラシア東方諸地域のさまざまな勢力も、ジ
ャサク旗に編制されて、八旗に準じた制度体
系下におかれ、軍役を提供した。このように、
軍事組織と軍事集団の面から見たとき、大清
帝国は、中央ユーラシア的な制度と人的資源
によって支えられた帝国であったというこ
とができるのであり、以上のごとき帝国と八



旗制の全体像を説くことによって、八旗制下
の旗王・旗人の紐帯や多様な来源・存在形態
を俎上に載せ、これをユーラシア諸帝国にお
ける君主と軍事集団のあり方の一つとして
位置づけた 
 
（６）以上のような個別研究の成果を得ると
同時に、本研究の中心テーマを、ヨーロッパ
の事例、日本の事例などにも広げ、それぞれ、
中央アジアの突厥帝国の遊牧的軍事システ
ム、ヨーロッパ・スペインの軍事政権、中世
中華帝国の軍事的再評価、中世インド大陸に
おける非ムスリム武人政権の構成と展開、日
本の佐賀藩における殉死の事例などに関し
て、研究分担者の担当する諸帝国との比較史
的検討を行った。これらにより、上述の諸帝
国におけるパターンと比較的親和性の高い
事例を、諸地域において確認するとともに、
それらにおいては、政治権力における周縁者
の中枢への取り込み形態と忠誠心の発生の
間に密接な関係があることが示唆された。 
 
（７）グルジア・アルメニアにおける現地調
査では、これらの両国が初期イスラーム帝国
からサファヴィー朝、オスマン帝国にいたる
までつねに境域として、越境する武人のあら
われる故地であるとともに、その地域自体も
ヨーロッパとアジアの分水嶺であるコーカ
サス山脈を中心に、多様な地形と多様な文化、
生態環境の交錯する土地であることを実地
に確認し、そのような多様かつ複雑な地政学
的条件が、周辺諸帝国に対して与えた、意義
を、主に軍事的側面および帝国に対する人材
供給の側面から考察した。また３年間にわた
ってグルジア・アルメニア研究者とのネット
ワークを築き、国際ワークショップなどを開
催することにより、文明の岐路でありユーラ
シアの中央に位置するコーカサス地方の複
雑な国家形成・宗教・軍事状況を、ユーラシ
ア諸帝国の帝国支配構造および軍事集団形
成と比較し、また具体的に各地域史との連動
のあり方を検討することにより、本プロジェ
クトの成果をもたらした。 
 
（８）これらの成果は、国内外の学術雑誌そ
の他に論文として発表したほか、ポツダム
（ドイツ）、イェール大学（アメリカ）や国
内で開催された国際シンポジウムでも報告
され、また著作としても刊行された。 
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